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会
員
募
集

　
◆
東
久
留
米
ペ
ン
習
字
会　

第
１
・
第
３
の
月
曜
・
水
曜
日
、

午
前　
時
半
～
正
午
他
、
生
涯

１０
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３

０
０
円
。
会
費
月
２
４
１
０
円

他
。
水
曜
日
は
午
後
の
場
合
も

あ
り
。
つ
け
ペ
ン
と
ボ
ー
ル
ペ

ン
、
初
級
～
上
級
。
詳
し
く
は

前
澤
☎
４
７
３
・
０
８
２
９
へ
。

　
◆
カ
ラ
オ
ケ
（
ひ
ま
わ
り
ク

ラ
ブ
）　
月
２
回
。
水
曜
日
午

前　
時
～
正
午
、
東
部
地
域
セ

１０
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０
０
０

円
。
プ
ロ
の
作
曲
家
・
作
詞
家

が
親
切
丁
寧
に
指
導
。
初
心
者

歓
迎
。
体
験
見
学
可
。
詳
し
く

は
滝
沢
☎
４
７
３
・
６
２
９
５

へ
。
　
◆ 
籐 
工
芸
あ
じ
ろ
会　
月
２

と
う

回
。
土
曜
日
午
前　
時
～
正
午
、

１０

浅
間
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会

費
月
２
０
０
０
円
。
高
齢
者
歓

迎
。
４
人
程
度
。
詳
し
く
は
宮

腰
☎
４
７
１
・
１
７
４
３
へ
。

　
◆
日
本
画（
杉
の
会
）　
第
１

土
曜
日
午
前
９
時
半
～
正
午
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

月
２
０
０
０
円
。
初
心
者
も
個

別
に
丁
寧
に
指
導
。
詳
し
く
は

中
島
☎
４
５
８
・
６
４
７
０
へ
。

　
◆
く
る
め
水
墨
画　
第
１
・

第
３
木
曜
日
午
前　
時
～
正
午
、

１０

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会

費
月
２
０
０
０
円
。
日
本
水
墨

画
協
会
員
講
師
に
よ
る
指
導
。

初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
朝
倉

☎
４
７
１
・
０
３
３
４
へ
。

催

し

　
◆
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
と
小
規
模
多
機
能
居
宅

介
護
の
現
状
と
可
能
性
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
東
久
留
米
福
祉
オ
ン
ブ

ズ
の
会
・
東
久
留
米
市
Ｇ
Ｈ
小

規
模
連
絡
会
）　
４
月　

日
２３

（
水
）午
後
２
時
～
３
時
半
、
中

央
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
。

参
加
費
無
料
。
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
と
小
規
模
多
機
能
居

宅
介
護
事
業
所
が
で
き
る
こ
と
。

詳
し
く
は
齋
木
☎
４
７
９
・
１

２
３
７
へ
。

　
◆
み
ん
な
の
う
た
ご
え
喫
茶

（
う
た
の
広
場
の
会
）　
５
月

５
日
（
祝
）
午
後
２
時
～
４
時
、

市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
。

参
加
費
３
０
０
円
（
ケ
ー
キ
・

紅
茶・貸
し
出
し
歌
集
代
）。
定

員
１
０
０
人
。
詳
し
く
は
小
坂

☎
４
７
７
・
４
７
７
１
へ
。

　
◆
バ
ザ
ー T

hriftshop

（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

ジ
ャ
パ
ン
Ｐ
Ｔ
Ａ
）　
４
月　
２６

日（
土
）午
前
９
時
～
午
後
１
時
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
体

育
館
（
第
二
小
学
校
向
か
い
）

で
。
入
場
料
無
料
。
中
古
品
で

す
が
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
品
揃
え
。
衣
類
、
雑
貨
、
洋

書
な
ど
。
詳
し
く
は
山
本
☎
４

２
０
・
５
３
５
４
へ
。

　
◆
「
未
来
を
ひ
ら
く
歴
史
」

学
習
会
（
東
久
留
米
教
科
書
を

考
え
る
会
）　
４
月　
日
（
日
）

２７

午
後
２
時
～
４
時
、
成
美
教
育

文
化
会
館
で
。
参
加
費
５
０
０

円
。
映
画
「
レ
ー
ン
・
宮
沢
事

件
」
鑑
賞
と
軍
機
保
護
法
。
詳

し
く
は
秋
葉
☎
４
７
３
・
５
２

６
５
へ
。

　
親
子
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
教
室
で
は
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
作
り
方
か
ら
食

事
の
マ
ナ
ー
ま
で
、
健
康
的
な
食

生
活
に
必
要
な
食
育
を
体
験
で
き

ま
す
。
ま
た
、
具
材
に
地
元
食
材

を
取
り
入
れ
て
、
地
産
地
消
の
大

切
さ
を
学
び
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
※
地
産
地
消
と
は
、
地
域
で
生

産
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
地
域
で
消

費
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
鮮
で
安

心
・
安
全
な
食
材
を
得
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
輸
送
に
伴
う
排
気
ガ

ス
な
ど
の
環
境
負
荷
の
軽
減
に
つ

な
が
る
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し
い

考
え
方
で
す
。

　
地
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
化
な
ど
に
よ
る
雨
水

の
地
下
浸
透
量
の
減
少
は
、
湧
水

や
河
川
の
水
量
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
雨
水
浸
透
ま
す
は
、
屋
根
に

降
っ
た
雨
水
を
地
下
へ
戻
し
、
地

下
水
を
か
ん
よ
う
す
る
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
市
内
の
豊
か
な
水
辺
環
境
を
保

全
す
る
た
め
皆
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
既
存
住
宅
へ
の
雨
水
浸
透
ま
す

　
市
民
環
境
会
議
で
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
一
環
で
、
家
庭
や
事

業
所
な
ど
で
の
夏
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
促
進
の
た
め
、
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

ま
す
。
ゴ
ー
ヤ
な
ど
を
育
て
、
同

コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
【
応
募
資
格
】　
年
４
月
１
日
以

２６

降
に
市
内
の
自
宅
や
事
業
所
に
、

つ
る
性
植
物
（
ゴ
ー
ヤ
、
ヘ
チ
マ
、

ア
サ
ガ
オ
な
ど
）
で
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
た
方

　
【
募
集
部
門
】
①
規
定
部
門
＝

ゴ
ー
ヤ
の
み
で
カ
ー
テ
ン
を
設
置

し
た
方
②
フ
リ
ー
部
門
＝
ゴ
ー
ヤ
、

ヘ
チ
マ
、
ア
サ
ガ
オ
な
ど
で
カ
ー

テ
ン
を
設
置
し
た
方

　
【
写
真
の
規
格
】カ
ラ
ー
で
３
枚

～
４
枚
（
外
観
・
室
内
か
ら
・
離

れ
た
距
離
ほ
か
）、
サ
イ
ズ
は
Ｌ

版（　
粛
俊×  
１
２
７
粛
俊
）、電

８９
子
デ
ー
タ
可
。
写
真
は
原
則
と
し

て
返
却
し
ま
せ
ん

　
市
で
は
環
境
保
全
の
資
料
と
す

る
た
め
、　

年
度
に
実
施
し
た
調

１８

査
と
同
様
に
、
南
沢
五
丁
目
地
区

（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
東
久
留
米
周

辺
）
の
大
気
中
の
二
酸
化
窒
素
、

浮
遊
粒
子
状
物
質
濃
度
と
自
動
車

交
通
量
の
現
状
を
調
査
し
ま
し
た

（
左
表
参
照
）。

　
市
で
は
「
夢
と
希
望
の
持
て
る

元
気
な
ま
ち
」を
目
指
し
、「
財
政

健
全
経
営
計
画
」
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。
そ
の
検
討
の
た
め
、

学
識
経
験
者
、
市
民
な
ど　
人
の

１０

委
員
で
構
成
さ
れ
る
財
政
健
全
経

営
検
討
会
議
を
設
置
し
、
市
民
委

員
（
２
人
）
を
公
募
し
ま
す
。

　
ま
た
、
事
務
事
業
評
価
表
を
基

に
、
市
の
事
務
事
業
を
市
民
の
視

点
か
ら
評
価
し
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

　
【
募
集
人
数
】
２
人

　
【
応
募
資
格
】　
年
４
月
１
日
現

２６

在
で
、
１
年
以
上
市
内
に
居
住
す

　
手
話
を
基
礎
か
ら
学
び
た
い
方

に
初
級
の
手
話
講
習
会
（
夜
間
）

を
開
催
し
ま
す
。

　
【
日
程
】
全　
回
。
祝
日・夏
休

３０

み
・
年
末
年
始
を
除
く
６
月
～　
２７

年
３
月
の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７

時
～
９
時

　
【
会
場
】
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
総
務
省
と
経
済
産
業
省
で
は
、

７
月
１
日
に
「
平
成　
年
経
済
セ

２６

ン
サ
ス
們
基
礎
調
査
」
と
「
平
成

　
年
商
業
統
計
調
査
」
を
一
体
的

２６に
実
施
し
ま
す
。

　
【
調
査
の
目
的
】経
済
セ
ン
サ
ス

們
基
礎
調
査
は
、
事
業
所
お
よ
び

　
市
健
康
増
進
計
画
（
わ
く
わ
く

健
康
プ
ラ
ン
東
く
る
め
）
は　
年
２７

度
で　
年
の
計
画
期
間
が
終
了
す

１０

る
た
め
、
改
訂
に
向
け
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
実
施

に
当
た
り
、
次
の
通
り
委
託
す
る

事
業
者
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
選
定
し
ま
す
。
参
加
を
希

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障

害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
は
、

　
年
度
手
当
額
が
改
定
さ
れ
ま
し

２６た
。特

別
児
童
扶
養
手
当

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る　
２０

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る

父
母
、
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
①
愛
の
手
帳
１
～
３
度
程
度
②

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
程
度

③
長
期
間
安
静
を
必
要
と
す
る
病

状
ま
た
は
精
神
の
障
害
に
よ
り
、

日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
が
あ
る

　
た
だ
し
、
施
設
入
所
者
、
児
童

の
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
※
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
お
よ

び
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
あ
り
。

障
害
児
福
祉
手
当

　
　
歳
未
満
で
、
重
度
の
障
害
が

２０
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
方
（
身
体
障
害

者
手
帳
１
・
２
級
の
一
部
、
ま
た

は
愛
の
手
帳
１
・
２
度
程
度
の
方
。

あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
と
同
等
の
疾

病
、
精
神
障
害
の
方
）
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
入
所
者

お
よ
び
障
害
年
金
な
ど
の
受
給
者

に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
※
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の

所
得
制
限
あ
り
。

　
【
手
当
月
額
】１
万
４
１
４
０
円

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

　
　
歳
以
上
で
心
身
に
障
害
の
あ

２０
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
の
方
、
愛
の
手
帳
１
～
３
度
の

方
、
脳
性
ま
ひ
ま
た
は
進
行
性
筋

萎
縮
症
の
方
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る

方
、　

歳
以
上
で
新
た
に
手
帳
を

６５

取
得
し
た
方
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。 　

「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
の
法
律
」（
障
害
者
総
合
支
援

法
）
が
一
部
改
正
さ
れ
、
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

改
正
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　
①
「
障
害
程
度
区
分
」
を
「
障

害
支
援
区
分
」
に
改
め
、
そ
の
定

義
を
「
障
害
者
等
の
障
害
の
多
様

な
特
性
、
そ
の
他
心
身
の
状
態
に

応
じ
て
必
要
と
さ
れ
る
、
標
準
的

な
支
援
の
度
合
を
総
合
的
に
示
す

も
の
と
し
た
区
分
」
と
す
る
。

　
②
重
度
訪
問
介
護
の
対
象
を
、

　
市
で
は
「
東
久
留
米
市
の
み
ど
り
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
樹
木
の
高

さ
が　
俊
以
上
で
幹
の
直
径
が　
塾
俊
以
上
（
幹
周
１
５
７
塾
俊
）
の
樹
木
を

１０

５０

保
存
樹
木
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。
約
５
４
０
本
の
樹
木
が
保
存
樹
木
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
指
定
さ
れ
て
い
る
保
存
樹
木
の
中
か
ら
、
所
有
者
の
了
解
を
得
た
も
の
を
広

報
紙
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
み
ど
り
と
公
園
担
当
☎
４
７
０
・
７
７
５
３
へ
。

新
入
学
児
童
な
ど
に
対
す

る
防
火
防
災
教
育
の
推
進

　
ま
だ
新
生
活
に
慣
れ
て
い
な
い

新
入
学
児
童
な
ど
も
災
害
に
遭
遇

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
学
校
な

ど
で
の
防
火
防
災
教
育
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
東
京
に
お

い
て
も
、
児
童
・
生
徒
に
対
す
る

　
市
で
は
医
療
費
適
正
化
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
が
、
国
民
健
康
保
険
を

使
っ
て
施
術
を
受
け
た
場
合
、
施

術
内
容
の
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
施
術
内
容
を
確
認
す
る
た
め
、

文
書
で
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
負
傷
部
位
、
施
術

内
容
、
施
術
年
月
の
記
録
、
領
収

　
【
対
象
】　

歳
以
上
で
市
内
在

１８

住
・
在
勤
の
方

　
【
定
員
】　

人
３０

　
【
費
用
】
無
料

　
申
し
込
み
は
４
月　
日
（
月
）

２１

～　
日
（
金
）
の
午
前
９
時
～
午

２５
後
５
時
に
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

☎
４
７
７
・
２
７
１
１
へ
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

大
気
、
自
動
車
交
通
量
調
査
の

　
　
　
　

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
調
査
報
告
書
は
、
土
曜
・
日
曜

日
、祝
日
を
除
く
４
月　
日（
火
）

１５

～　
日
（
水
）
の
午
前
８
時
半
～

３０
午
後
５
時
に
環
境
政
策
課
（
市
役

所
５
階
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

第
１
回
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス

第
１
回
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
トト

を
開
催
し
ま

を
開
催
し
ま
すす

　
【
応
募
方
法
】８
月
１
日（
金
）～

９
月　
日
（
火
）
に
、
応
募
用
紙

３０

を
記
入
し
写
真
を
添
付
の
上
、
環

境
政
策
課
（
市
役
所
５
階
）
へ
直

接
持
参
、
〒
２
０
３
倆
８
５
５
５
、

市
役
所
環
境
政
策
課
宛
て
郵
送
、

電
子
メ
ー
ル
（kankyoseisaku@

city.higashikurume.lg.jp

）
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
を

　
【
入
賞
作
品
】優
秀
８
作
品（
各

部
門
の
家
庭
・
団
体
各
２
点
）

　
※　
月
頃
に
行
う
表
彰
式
で
、

１１

表
彰
状
と
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
【
作
品
の
掲
載
な
ど
】入
賞
作
品

は
、
広
報
紙
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
表
。
応
募
作
品
は
展
示
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
同
課
窓
口
（
市
役
所
５
階
）

で
配
布
す
る
要
領
お
よ
び
応
募
用

紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
用
に

ゴ
ー
ヤ
の
種
子
を
配
布
し
ま
す

　
【
日
時
】
６
月　
日
（
土
）
午
後

１４

２
時
～
３
時　
分
１０

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
対
象
】
市
内
在
住・在
学
の
小

学
生
（
小
学
１
年
～
３
年
生
は
保

護
者
同
伴
で
。
家
族
の
見
学
可
）

　
【
定
員
】
先
着　
人
２４

　
【
協
力
】山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

武
蔵
野
工
場

　
【
参
加
費
】
無
料

　
申
し
込
み
は
４
月　
日
（
火
）

１５

～　
日
（
木
）
の
午
前
９
時
～
午

１７
後
５
時
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
環

境
政
策
課
（
市
役
所
５
階
）
へ
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

「
雨
水
浸
透
ま
す
」
の
設
置
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

の
設
置
に
は
、
設
置
補
助
金
制
度

を
利
用
で
き
ま
す

　
【
対
象
】敷
地
が
１
０
０
０
平
方

俊
未
満
の
既
存
の
個
人
住
宅
（
新

築
、
増
築
な
ど
を
除
く
一
般
住

宅
）
を
所
有
す
る
方

　
【
補
助
金
額
】設
置
状
況
に
よ
り
、

経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部

　
希
望
す
る
方
は
、
環
境
政
策
課

☎
４
７
０
・
７
７
５
３
へ
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
へ
。

企
業
の
活
動
状
況
を
調
査
し
、
全

て
の
産
業
分
野
に
お
け
る
企
業
構

造
を
全
国
お
よ
び
地
域
別
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
実

施
し
ま
す
。
商
業
統
計
調
査
は
、

全
国
の
商
業
（
卸
売
業・小
売
業
）

を
営
む
事
業
所
に
つ
い
て
商
品
販

売
額
な
ど
を
調
査
し
、
我
が
国
の

商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す

　
【
調
査
の
期
日
と
対
象
】　
年
７

２６

月
１
日
現
在
を
調
査
期
日
と
し
て

全
て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業
を
対

象
に
一
体
的
に
実
施
し
ま
す
。
こ

の
２
つ
の
調
査
は
、
国
が
統
計
法

に
基
づ
い
た
報
告
義
務
の
あ
る
重

　

年
経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎
調
査
と

26商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

る　
歳
以
上
の
方

２０
　
【
会
議
日
程
な
ど
】第
１
回
会
議

を
５
月
中
、
そ
の
後
、　

月
頃
ま

１１

で
に
４
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

会
議
日
程
な
ど
は
委
員
と
調
整
の

上
、
決
定
し
ま
す
。

　
【
任
期
】
２
年

　
【
報
償
】市
条
例
の
規
定
に
準
拠

し
支
給

　
【
選
考
方
法
】
応
募
動
機
、
年
齢
、

性
別
な
ど
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て

選
考
し
ま
す
。
選
考
結
果
は
郵
送

で
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

　
※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
【
応
募
方
法
】５
月
２
日（
金
）午

「
財
政
健
全
経
営
検
討
会
議
」

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

防
災
教
育
実
施
の
有
無
が
生
死
を

分
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
ご
家
庭

で
も
新
入
学
児
童
な
ど
に
対
す
る

防
火
防
災
教
育
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
。新

入
社
員
な
ど
に
対
す
る 

防
火
防
災
教
育
の
推
進

　
４
月
は
、
新
た
に
社
会
人
と
し

新
入
学
児
童
・
新
入
社
員
な
ど
に

防
火
防
災
教
育
を
実
施
し
ま
し
ょ
う

後
５
時
ま
で
に
、「
財
政
健
全
経

営
検
討
会
議
市
民
委
員
希
望
」
と

明
記
し
、
応
募
動
機
を
４
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号

を
記
入
し
た
用
紙
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
が
、

任
意
の
紙
で
も
構
い
ま
せ
ん
）
を

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
送
付
し

て
く
だ
さ
い

　
①
電
子
メ
ー
ル
（gyoseikanri

@
city.higashikurume.lg.jp

）
②

フ
ァ
ク
ス
（
４
７
０・７
８
１
１
）

③
〒
２
０
３
倆
８
５
５
５
、
市
役

所
行
政
管
理
課
宛
て
郵
送
④
直
接

同
課
（
市
役
所
６
階
）
へ
持
参

（
土
曜・日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
０
４
へ
。

　
【
参
加
費
】６
０
０
円（
資
料
代・

保
険
代
な
ど
）

　
申
し
込
み
は
４
月　
日
（
土
）

１９

ま
で
に（
必
着
）、往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
（
同
伴
２
人
ま
で
連

記
可
）・
連
絡
先
電
話
番
号
、
午

前
・
午
後
の
希
望
と
返
信
用
宛
名

を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
倆
０
０

４
４
、
柳
窪
２
ノ　
ノ
６
、
奥
住

１１

税
務
会
計
事
務
所
内
「
柳
窪
見
学

会
担
当
」
宛
て
郵
送
を
。

　
詳
し
く
は
佐
藤
☎
４
７
２
・
６

６
４
８
へ
。

「
村
野
家
住
宅
」
特
別
見
学
会

　
村
野
家
住
宅
の
み
の
特
別
見
学

会
で
す
。
主
催
は 
顧
想 
園
（
村
野

こ
そ
う

家
）
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
。

　
【
日
程
】
①
５
月
６
日
（
休
）
②

６
月　
日
（
水
）

１１

　
【
時
間
】午
前　
時
か
ら
と
、午

１０

今
ま
で
の
「
重
度
の
肢
体
不
自
由

者
で
、
常
時
介
護
を
要
す
る
障
害

者
」に
加
え
、「
重
度
の
知
的
障
害

者
・
精
神
障
害
者
で
、
常
時
介
護

を
要
す
る
障
害
者
」
に
拡
大
。

　
③
共
同
生
活
を
行
う
住
居
で
の

ケ
ア
が
柔
軟
に
で
き
る
よ
う
に
、

「
ケ
ア
ホ
ー
ム
」（
共
同
生
活
介

護
）
を
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」（
共

同
生
活
援
助
）
に
統
合
し
一
元
化
。

　
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
福
祉
支

援
係
☎
４
７
０・７
７
４
７（
フ
ァ

ク
ス
４
７
５
・
８
１
８
１
）
へ
。

後
１
時
か
ら

　
【
集
合
場
所
】
村
野
家
住
宅
前

（
柳
窪
４
ノ　
ノ　
。
西
武
バ
ス

１５

４１

「
柳
窪
一
丁
目
」
バ
ス
停
か
ら
徒

歩
７
分
。
途
中
案
内
標
識
あ
り
）

　
【
定
員
】各
回　
人（
応
募
者
多

３０

数
の
場
合
は
抽
選
）

　
【
参
加
費
】５
０
０
円（
資
料
代・

茶
菓
子
代
・
維
持
協
力
費
な
ど
）

　
申
し
込
み
は
①
が
４
月　

日
２６

（
土
）
ま
で
、
②
が
５
月　

日
３１

（
土
）
ま
で
に
（
い
ず
れ
も
必
着
）、

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
（
同

伴
２
人
ま
で
連
記
可
）・連
絡
先
電

話
番
号
、
午
前
・
午
後
の
希
望
と

返
信
用
宛
名
を
記
入
の
上
、
〒
２

０
３
倆
０
０
４
４
、
柳
窪
４
ノ　
１５

ノ　

、
村
野
家
内
「
顧
想
園
サ

４１
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
事
務
局
」
宛
て
郵

送
を
。

　
詳
し
く
は 
黛 
☎
４
７
４
・
７
２

ま
ゆ
ず
み

６
０
へ
。

望
す
る
事
業
者
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
の
実
施
要
領
な
ど
に
従
い

４
月　
日
（
月
）
ま
で
に
応
募
書

２８

類
を
健
康
課
保
健
サ
ー
ビ
ス
係

（
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
１
階
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
７
・
０

０
２
２
へ
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

手
当
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
【
手
当
月
額
】１
級
＝
４
万
９
９

０
０
円
▼
２
級
＝
３
万
３
２
３
０

円特
別
障
害
者
手
当

　
　
歳
以
上
で
、
重
度
の
障
害
が

２０
あ
り
、
日
常
生
活
に
常
時
特
別
の

介
護
が
必
要
な
方
（
お
お
む
ね
身

体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
程
度
の

方
ま
た
は
愛
の
手
帳
１
・
２
度
程

度
の
方
で
、
障
害
が
重
複
し
て
い

る
方
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
と
同

等
の
疾
病
、
精
神
障
害
の
方
）
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施
設

入
所
者
、
３
カ
月
以
上
入
院
し
て

い
る
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
※
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の

所
得
制
限
あ
り
。　

　
【
手
当
月
額
】２
万
６
０
０
０
円

柔
道
整
復
師
や
鍼
灸
師
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
施
術
に
関
す
る

照
会
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度
「「「「「「「「「「「「「「
夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜
間間間間間間間間間間間間間間
手手手手手手手手手手手手手手
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講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会
」」」」」」」」」」」」」」

　

年
度
「
夜
間
手
話
講
習
会
」
ににににににににににににににに

222222222222226666666666666626
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加加加加加加加加加加加加加加
くくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだ
ささささささささささささささ

ご
参
加
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいい

要
な
統
計
調
査
で
す

　
【
調
査
の
方
法
】６
月
か
ら
都
知

事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
事
業
所

お
よ
び
企
業
を
訪
問
し
、
事
業
所

の
新
設
・
廃
業
な
ど
の
確
認
や
調

査
票
を
配
布
し
、
７
月
か
ら
記
入

済
み
の
調
査
票
を
回
収
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
か
ら
一
部
の
事
業
所

を
除
き
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
回
答
が
で
き
ま
す

　
回
答
い
た
だ
い
た
調
査
票
の
記

入
内
容
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
厳

重
に
保
護
さ
れ
、
統
計
を
作
成
・

分
析
す
る
目
的
以
外
（
例
え
ば
徴

税
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
総
務
課
統
計
調
査
担

当
☎
４
７
０
・
７
７
１
４
へ
。

　
※
本
人
の
所
得
制
限
あ
り
。

　
【
手
当
月
額
】１
万
５
５
０
０
円

重
度
心
身
障
害
者
手
当

　
重
度
の
心
身
障
害
の
た
め
、
常

時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
方

（
重
度
の
知
的
障
害
で
常
時
特
別

な
介
護
を
必
要
と
す
る
方
、
重
度

の
知
的
障
害
と
身
体
障
害
の
重
複

障
害
の
方
、
重
度
の
肢
体
不
自
由

で
四
肢
機
能
が
失
わ
れ
座
っ
て
い

書
な
ど
を
保
管
し
、
確
認
の
文
書

が
届
い
た
方
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
こ
の
業
務
は
カ
リ
バ
ー
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
が
、

市
の
委
託
を
受
け
て
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
３

へ
。

て
ス
タ
ー
ト
す
る
方
や
人
事
異
動

で
新
天
地
に
就
く
方
も
多
く
、
職

場
内
の
人
員
配
置
が
大
き
く
変
わ

る
時
期
で
す
。
新
入
社
員
な
ど
は
、

ま
だ
建
物
内
の
様
子
も
分
か
り
ま

せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
に
１
１
９

番
通
報
や
初
期
消
火
、
避
難
誘
導

な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う

に
、
新
た
な
職
場
で
働
く
社
員
、

従
業
員
に
対
し
て
防
火
防
災
教
育

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
警

防
課
地
域
防
災
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
へ
。

る
こ
と
が
困
難
な
方
）
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
入
所
者

お
よ
び
３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い

る
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
※
所
得
制
限
あ
り
。

　
【
手
当
月
額
】
６
万
円

　
詳
し
く
は
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
が
子
育
て
支
援
課
助
成
係
☎
４

７
０
・
７
７
３
６
、
そ
の
ほ
か
の

手
当
が
障
害
福
祉
課
☎
４
７
０
・

７
７
４
７
へ
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、　

年
２７

度
か
ら
市
立
小
学
校
で
使
用
す

る
教
科
書
を
採
択
す
る
た
め
、

「
教
科
書
選
定
調
査
委
員
会
」

を
設
置
し
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

　
【
募
集
人
数
】２
人（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住
で　
２０

歳
以
上
の
方
。
た
だ
し
、「
市

民
公
募
に
関
す
る
要
領
」
の
欠

格
事
項
に
該
当
し
な
い
方

　
申
し
込
み
は
４
月　
日（
火
）

１５

～　
日
（
月
）
の
平
日
午
前
８

２８
時
半
～
午
後
５
時　
分
に
、
指

１５

導
室
（
市
役
所
６
階
）
で
配
布

す
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
本
人
が
直
接
同
室

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
室
☎
４
７
０
・

７
７
８
１
へ
。

大気、自動車交通量調査結果
自動車交通量大　　　　気

年　度調　査　地　点 交差点流入量
（台）

浮遊粒子状物質二酸化窒素
１時間値の最大
値（mg／㎥）

１時間値の１日
平均値（mg／㎥）

１時間値の１日
平均値（ppm）

１４,０８９０.０７６０.０３５０.０４７１８年度南沢通り〜
五小通り交差点 １５,１８４０.１０８０.０５９０.０４３２５年度

−０.０６７０.０３２０.０４３１８年度第五小学校西 ０.１３８０.０６３０.０３９２５年度
９,０７３０.０６３０.０３５０.０３８１８年度ラスティーパーク

前交差点 ９,１４６０.１２４０.０６５０.０４８２５年度
２３,３９６０.０７５０.０３８０.０５１１８年度所沢街道〜

五小通り交差点 １８,５４２０.１２００.０６２０.０４５２５年度
１７,７６２−−−１８年度所沢街道〜市道

２４０４号線交差点 １７,０３８２５年度

−０.０６１０.０３１０.０４０１８年度市道２３９５号線〜市
道２４０４号線交差点 ０.１１１０.０５８０.０４２２５年度

７,１１５−−−１８年度南沢通り
（西東京境） ５,９４７２５年度

※「−」は測定地点でないことを示している。
【環境基準】二酸化窒素＝１時間値の１日平均値が、０.０４ppm〜０.０６ppmのゾーン内またはそれ以
下であること。▽浮遊粒子状物質＝１時間値の１日平均値が、０.１０mg／㎥以下であり、かつ１
時間値が０.２０mg／㎥以下であること。

　
オ
ー
ル
東
京　
市
区
町
村
共

６２

同
事
業
（
み
ど
り
東
京
・
温
暖

化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
は
、

各
自
治
体
に
共
同
事
業
普
及
・

啓
発
物
品
と
し
て
、
ゴ
ー
ヤ

（ 
大
長
二
尺 
レ
イ
シ
）
の
種
を

お
お
な
が
に
し
ゃ
く

配
布
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
配
布
さ
れ
た
分
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
無
料
で
お
配
り

し
ま
す
。
種
を
ま
く
時
期
は
４

月
～
５
月
に
か
け
て
で
す
。
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
育
て
て
い

た
だ
き
、
夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
配
布
開
始
日
】
４
月　

日
１５

（
火
）
午
前
９
時
か
ら

　
※
種
が
な
く
な
り
次
第
終
了
。

　
【
配
布
場
所
】
環
境
政
策
課

（
市
役
所
５
階
）

　
【
配
布
数
量
】１
０
０
袋（
１

人
１
袋
。　

粒
程
度
）

１０

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・

７
７
５
３
へ
。

教
科
書
選
定
調
査
委
員
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

{ {{

{
{

{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{

湧
水
や
河
川
を
守
る
た
め
に

柳
窪
旧
集
落
特
別
見
学
会

　
主
催
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
東
久
留

米
の
水
と
景
観
を
守
る
会
」「
柳
窪

の
環
境
・
景
観
の
保
全
を
考
え
る

会
」。

　
【
日
程
】
４
月　
日
（
日
）
午
前

２７

　
時
か
ら
と
、
午
後
１
時
か
ら　

１０
　
※　
年
度
後
半
の
見
学
会
は
、

２６

９
月　
日
（
土
）
を
予
定
し
て
い

２７

ま
す
。

　
【
内
容
】村
野
家
を
含
め
た
柳
窪

旧
集
落
の
古
民
家
見
学
や
柳
窪

 
囃
子 
の
観
賞

ば
や
し

　
【
集
合
場
所
】西
武
バ
ス「
柳
窪

一
丁
目
」
バ
ス
停
（
東
久
留
米
駅

発
〈
錦
城
高
校
経
由
〉
武
蔵
小
金

井
駅
行
き
バ
ス
）

　
【
定
員
】各
回　
人（
応
募
者
多

３０

数
の
場
合
は
抽
選
）

　
「
村
野
家
住
宅
」は
江
戸
時
代
か

ら
明
治
・
大
正
期
の
建
造
物
で
、

か
や
ぶ
き
屋
根
を
持
つ 
主
屋 
を
中

し
ゅ
お
く

心
と
し
、
離
れ・土
蔵
３
棟・ 薬
医 

や
く
い

門
・
中
雀  
門

     

が
平
成　
年
に
国
の

ち
ゅ
う
じ
ゃ
く

２３

登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
同
住
宅
は
個
人
住
宅
で
あ

る
た
め
、
普
段
は
見
学
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
サ
ポ
ー

ト
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
、
市
教
育
委

員
会
が
協
力
し
て
、
特
別
見
学
会

を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
見
学
く
だ
さ
い
。

　
見
学
会
の
種
類
に
よ
り
、
申
し

込
み
先
や
締
め
切
り
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
郷
土
資
料
室
☎
４
７

２
・
０
０
５
１
、
ま
た
は
各
問
い

合
わ
せ
先
へ
。

国
の
登
録
有
形
文
化
財

「
村
野
家
住
宅
」
特
別
見
学
会

（　

年
度
前
半
分
）を
開
催
し
ま
す

２６

「
障
害
者
総
合
支
援
法
」

　

一
部
改
正
の
お
知
ら
せ

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
親
子
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
教
室
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

地
産
地
消
で
食
を
楽
し
も
う
！

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
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第

回
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

第　

回
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルル

１８１８

保保保保保保保保保保保保
存存存存存存存存存存存存
樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹

保
存
樹
木木木木木木木木木木木木木をををををををををををを

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介
しししししししししししし
まままままままままままま
すすすすすすすすすすすす

を
紹
介
し
ま
す
①①①①①①①①①①①①①

【樹　種】ケヤキ
【所在地】大門町一丁目

【樹　種】ケヤキ
【所在地】中央町三丁目

【樹　種】ケヤキ
【所在地】南町二丁目

みどり東京・温暖化防止
プロジェクト市町村助成金事業

経済センサスキャラクター

健
康
増
進
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
業
務

健
康
増
進
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
業
務
のの

受
託
事
業
者
を
募
集
し
ま

受
託
事
業
者
を
募
集
し
ま
すす


